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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトの最も大きな成果は日本手話話し言葉コーパスの収録と映像資料の公開であ
る．具体的には,群馬県,奈良県の30代から70代までの男性ペアと女性ペアを各地域のろう者関係団体の協力を得て選出
し,課題志向対話と語彙課題の収録を実施し, 各県20名のろう者,計40名のろう者の手話表現をバランスよく収録するこ
とに成功した. 本研究の日本手話の話し言葉を中心に分析するという着眼点は，国外でもまだあまり例を見ないもので
ある．手話表現を細かく書き出すことで，音声会話と類似する特徴の発見や手話特有の現象などを発見することが可能
になり，世の中の手話に対する認識に変化を与えることができると予想される．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project was to increase awareness of sign language as a distin
ctive language in Japan. This corpus is beneficial not only to linguistic research but also to hearing-imp
aired and deaf individuals, as it helps them to recognize and respect their linguistic differences and com
munication styles. This is the first large-scale JSL corpus developed for both academic and public use. We
 collected data in three ways: interviews (for introductory purposes only), dialogues, and lexical elicita
tion.  We focused particularly on data collected during a dialogue to discuss the application of conversat
ion analysis (CA) to signed dialogues and signed conversations. Our annotation scheme was designed not onl
y to elucidate theoretical issues related to grammar and linguistics but also to clarify pragmatic and int
eractional phenomena related to the use of JSL.
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１．研究開始当初の背景 
 日本には日本語以外に日本手話という自
然言語が存在する．日本での手話に対する認
識はそれほど高くなく，身振り語の一種であ
る，または点字のように単に日本語を手指表
現に置き換えたコードであると考える人も
多い．欧米諸国が牽引する近年の手話研究の
成果から，手話は独立した体系を持つ言語で
あることが認められ，アジア地域も含めた世
界各国で手話データの収録と分析が進んで
いる．また手話は世界共通ではなく，国単位
もしくは国内の地域や村単位で異なってい
るということが分かっている． 
 イギリスのロンドン大学内にある
DCAL(the Deafness, Cognition and 
Language)研究センターでは，2008 年 1 月か
ら 2010 年 12月の 3年間，国の研究補助金(総
額約 2億円)を受け，「イギリス手話コーパス 
(以下，BSL コーパスと呼ぶ)」の作成を進め
ている．BSL コーパスは，イギリスの主要 5
都市，スコットランド，ウェールズ地方，北
アイルランドの計 8 箇所で，その地域に 10
年以上住んだ同年代ペアの手話対話を収録
している．全体で 249 名のろう者の協力を得
ている．各収録は，5分の自己紹介，30 分の
自由会話，20 分のインタビュー，10 分の語
彙課題(101 語の手話単語)で構成される 1 時
間程度のものである．このコーパスの特徴は，
語彙収録のみならず自然な話し言葉の収録
も試みている点である． 
 こういった国外の流れに対し，日本には
BSL コーパスほど大規模なデータ収録プロジ
ェクトは存在しない．一方，日本の国立国語
研究所は，2004 年春に「日本語話し言葉コー
パス」を公開している．全体で 660 時間の自
発音声を収録したもので，書き起こしテキス
トやイントネーションラベルが付与され，質
量ともに世界最大レベル(公開時)のもので
ある．日本手話には自発的な話し言葉を収録
するプロジェクトは存在しない． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は,ろう者(日本手話を生活
言語とする聴覚障害者)と聴者(日本語を生
活言語とする人々)が,互いの言語の存在を
認め,互いのコミュニケーションスタイルを
尊重しあう環境の実現である.具体的には,
日本語と比較して圧倒的に言語権を得てい
ない日本手話の話し言葉データを計画的に
収録し,コーパスとしてまとめ,言語研究の
資料として扱える環境を整備することであ
る. 
 従来の日本手話研究は主に作例が用いら
れ,実際の話し言葉には焦点が当てられてこ
なかった.本研究では,我々がこれまで音声
日本語の話し言葉の研究を進めてきた経験
から,対話やインタビュー等の自然な日本手
話の話し言葉の収録・分析に重きを置く.本
研究により,これまで文法体系や語彙体系に
主眼が置かれてきた日本手話研究に,社会言

語学的・コミュニケーション論的アプローチ
の有用性を示すことが可能になる. 
 
３．研究の方法 
(1) 平成 23年度 
 平成 23 年度は，コーパス作成のための
外部連携とコーパスデザインに力を入れた．
外部連携については，①イギリス手話コー
パスプロジェクトを引導したアダム・シェ
ンブリ博士(ラトローブ大学，オーストラリ
ア)を迎えてコーパス手話言語学に関する
国際ワークショップを実施，②日本手話使
用者団体と手話通訳者団体のそれぞれの本
部に研究協力の申し入れ，③群馬県と奈良
県の日本手話使用者団体と手話通訳者団体
に研究協力の申し入れ，具体的な実施事項
の打ち合わせ，パイロットスタディ(データ
収録テスト)，④研究チームでのコーパスデ
ザインに関する議論を実施した． 
(2) 平成 24年度 
 平成 24 年度は本プロジェクトの要であ
る,コーパス構築のためのデータ収集と日
本語翻訳資料の作成に注力した.具体的に
は,群馬県,奈良県の 30 代から 70 代までの
男性ペアと女性ペアを各地域のろう者関係
団体の協力(図１)を得て選出し,映像収録機
材を持って各県を訪れ，2~3日かけて課題
志向対話と語彙課題の収録を実施した.各
県20名のろう者,計40名のろう者の手話表
現をバランスよく収録することに成功し
た. 

図 １ FW(フィールドワーカー)の活動の様子 

図 ２ 収録されたデータの一例 

 この成果は,平成 24年 5月 NHK教育番
組『ろうを生きる難聴を生きる』にも取り
上げられ ,日本全国の手話に興味を持つ
人々から非常に高い関心を得ている.  次
にデータ収録後は,課題志向対話に対して
日本語翻訳を付与する活動を実施した.具
体的には,各県 5名の手話通訳者計 10名と
日本手話を生活言語とするろう者 3名と高
い技術を持つ手話通訳者 3名の協力を得て,



ラベル,構造訳,翻訳の 3 種類の情報を付与
している. 

図 ３ 収録機材配置図 

(3) 平成 25年度 
 平成 25年度は，平成 24年度に収録した
「日本手話話し言葉コーパス」のデータ整
理に注力した．また,コーパスを世の中に広
める活動として，9月 19日に「異分野融合
ワークショップ」を開催した．このワーク
ショップは，大阪梅田のグランフロント大
阪ActiveStudioをメイン会場(参加者33名，
関係者除く)とし，国立情報学研究所 19階
会議室(参加者 20名，関係者除く)をサブ会
場とした．この両会場を双方向 4K 超高精
細映像通信で接続し，手話による遠隔会議
環境を実現させた．また，ここに平成 24
年度にコーパス収録にご協力いただいた群
馬県と奈良県の聴覚障害関連団体の各代表
を招待し，分担者の大杉豊氏が日本語話し
言葉コーパスを含む言語収集の成果を発表
した．こういった一連のアウトリーチ活動
は「目で見るテレビ」からの取材を受け，
ろう者，難聴者，中途失聴者などの聴覚障
害を持つ人々をはじめとし，多くの人々の
関心を得た． 
 翻訳活動では,高い技術を持つ手話通訳
者 2 名に課題志向対話のラベル，構造訳．
翻訳の付与を引き続き実施していただき，
表現上理解しがたい箇所については青森県
在住の言語直感に優れたネイティブのろう
者に質問するなど，データの精度を高める
活動を行った. データアノテーション活動
では，研究代表者の坊農とポスドク研究ら
とでマニュアル作成とアノテーション行い，
アノテーション作業を外部作業者に依頼可
能な環境構築に務めた． 
 本プロジェクトのホームページ (図 4)は
平成 25 年 6 月に公開した．当初データお
よびコーパス公開は，①インターネット上
で映像のストリーミング配信,②国立情報
学研究所に事務局を設け,データ利用者と
契約書を交わし,データをDVDで貸し出す,
といった二つの手法を取る予定であった. 
①は手話に興味がある一般の人々向けであ
り,②は手話を研究素材として用いる研究

者向けである．①はホームページ公開によ
って達成され，②は国立情報学研究所情報
学研究データリポジトリ(NII-IDR)との連
携により，準備が進められた．また，平成
24 年度に収録したデータすべてを公開す
るのはデータの精度確保が困難なため,各
データのコア部分をあらかじめ決め,その
部分を公開するための研究者用ホームペー
ジを作成した(近日中公開)．本ホームペー
ジは，本コーパスの特性である,手話の方言,
年代差を実感できるような形でデータを公
開するためのデザインされている.   

図 ４ ホームページトップ画面 

４．研究成果 
 本プロジェクトの最も大きな成果は日本
手話話し言葉コーパスの収録と映像資料の
公開である．今後は言語資源としてのデータ
整理を進める予定である．多くの人に利用可
能な手話コーパス(データベース)を作成す
ることは，日本手話の基礎研究を国際的なレ
ベルに引き上げるために必要不可欠なもの
である．本研究の日本手話の話し言葉を中心
に分析するという着眼点は，国外でもまだあ
まり例を見ないものである．一見ノイズが多
いと思われる自然な話し言葉には，話し手か
ら受け手へ情報共有するための秩序やルー
ルが存在する(例えば，話者交替規則)．手話
表現を細かく書き出すことで，音声会話と類
似する特徴の発見や手話特有の現象などを
発見することが可能になり，世の中の手話に
対する認識に変化を与えることができると
予想される． 
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